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地球環境への負荷軽減のために、
植物油インキを使用しています。

厚膜形焼付用エポキシ変性ポリエステル樹脂下塗塗料

メタルコングプライマー��



塗料性状
項  目

容量
色相
密度（20℃）
粘度（25℃ストーマー）
加熱残分
標準焼付条件
標準膜厚
貯蔵期間（20℃）

16kg
ホワイト・ライトグレー・ブラック
１.４１
６7KU
6０%
1５0℃×20分
２0～60μm
6ヶ月

内  容 関連法規

「メタルコングプライマーＧＰ」は密着性はもちろんのこと、塗膜性能および
作業性についても優れています。また、速乾性に優れ、各種塗料とのウエット
オンウエットが可能です。

メタルコング
プライマー

厚膜形焼付用エポキシ変性ポリエステル樹脂下塗塗料

適用素材
冷間圧延鋼板

溶融亜鉛めっき鋼板

電気亜鉛めっき鋼板

ステンレス304

ステンレス430

アルミニウム1000番台

アルミニウム5000番台

アルミニウム6000番台

適用上塗塗料例※1

メラミン系
デリコン

一液ウレタン
Ｖクロマ

アクリル系
ＮＥＷアクローゼ

粉体
V-PET#4000・4500系

● アルミニウム6000番台に関しては、1000番台と5000番台に比べて二次付着が劣るため、事前に密着確認が必要です。
● 粉体の下塗りとして使用する場合、上塗乾燥条件と同等以上の焼付温度・焼付時間で焼付した後に使用して下さい。
● 溶融亜鉛めっき鋼板は、Z27相当で付着性を確認。
● どぶ漬け亜鉛めっきへの使用は推奨しません。
● 被塗物表面の異物を完全に除去し、素地調整を十分に実施して下さい。
● 塗装ラインで事前に作業性、付着性を確認して下さい。
● 表面処理を実施して下さい。
※1 デリコンLB#90は適用できません。

（標準塗装仕様による性能）

（標準塗装仕様による性能）

耐中性塩水噴霧試験 240時間

試験板写真
（はく離前）

20μm

1.5

1.5
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40μm

1
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60μm

0.5

0.5
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下塗膜厚
さび幅（㎜）
膨れ幅（㎜）
はく離幅（㎜）

幅広い素材に密着

一液性

※使用上のポイント参照

脱脂および化成皮膜処理を行う。

ー
ー

５～１０分注1

10～2０分注１

150℃×２０分（被塗物表面温度）

メタルコングプライマ－ＧＰをデリコンシンナ－で希釈し、エア－スプレ－又は静電塗装を行う。
標準膜厚：２０～６０μｍ

塗装粘度 秒／２０℃（岩田カップＮＫ２）
エア－スプレ－ ： １５～３０
静電塗装 ： １５～３０

塗装粘度 秒／２０℃（岩田カップNK２）
エア－スプレ－ ： １５～３０
静電塗装 ： １５～２５

ＮＥＷアクロ－ゼをＤＮＴ焼付用ＥＣＯシンナ－で希釈し、エア－スプレ－又は静電塗装を行う。
標準膜厚：２０～３0μm

耐液体性
（一般的方法）
浸せき法

耐アルカリ性
耐酸性
耐揮発油性

塗膜性能
項  目

鏡面光沢度
耐おもり落下性
引っかき硬度（鉛筆法）
付着性（クロスカット法）

耐液体性（水浸せき法）
耐中性塩水噴霧性
耐湿性（連続結露法）
促進耐候性（SWOM）

60度鏡面反射率
デュポン式
鉛筆硬度　三菱鉛筆ユニ
1㎜間隔
5％炭酸ソーダ
5％硫酸
試験用揮発油２号
２級　純水
５％食塩水噴霧
回転式 95%RH以上
６00時間

40℃
２３℃
２３℃
40℃
３５℃
５0℃

試験方法
85以上

20㎝異常なし
２H以上
分類 １ 以下
48時間異常なし
48時間異常なし
２４時間異常なし
１２０時間

２４０時間異常なし
２４０時間異常なし
著しい変化なし

性能

供試塗板　試験片は、ＳＰＣＣ（0.8×７０×１５０㎜）の鋼板にりん酸亜鉛化成皮膜処理をし、標準塗装仕様に従い規定膜厚に吹付け塗装後、各焼付条件で乾燥。

JIS K 5600-4-7
JIS K 5600-5-3
JIS K 5600-5-4
JIS K 5600-5-6

JIS K 5600-6-1

JIS K 5600-6-２
JIS K 5600-7-1
JIS K 5600-7-2
JIS K 5600-7-7

備考

焼付許容範囲

● 化成皮膜処理は素材専用の処理を行って下さい。
● 表面処理基準は処理剤メ－カ－の仕様および管理基準に従って実施して下さい。
● 色相がＮ８．５以上淡彩系の場合は上塗りの指定色の膜厚を４５μｍ以上にして下さい。
● 塗装回数および膜厚は施工環境の状態により増減します。

● SPCC（0.8×70×150㎜）リン酸亜鉛処理鋼板

● 焼付条件は被塗物の形状、大きさによって多少の変動があります。
● 焼付温度は素材温度で管理して下さい。
● 焼付許容温度は「焼付許容範囲」をご参照下さい。
注１） 下塗りを４０μｍ以上塗装する場合はセッティング時間を十分に確保して下さい。

標準塗装仕様

下塗塗装

上塗塗装

前処理
工 程

セッティング

セッティング
焼付

100℃
温度

時間 １０分 2０分 3０分 4０分 5０分 6０分

1１0℃
1２0℃
1３0℃
1４0℃
1５0℃
1６0℃
1７0℃
1８0℃
1９0℃
２０0℃

適正範囲適正範囲

● 一般のメラミンシンナ－で塗装可能です。
● １コートで最大６０μｍの厚膜塗装が可能です。
４０μｍ以上の厚膜塗装の場合は最終工程の
乾燥を十分に確保して下さい。
焼付については、アンダーベイクにならない様
にご注意下さい。

使用上のポイント

各種素材、各種上塗りに対応できる
厚膜形マルチプライマー

鉄・非鉄金属を含む各種金属素材に対応

各種上塗りが対応可能
Ｗ/Ｗ塗装可能

厚膜塗装が可能
1コート60μm

ホワイト・ライトグレー・ブラック
（N7.5相当）（N2.5～N3相当）16㎏

色相容量

使用上の注意
1. 火気のない局所排気装置を設けたところで使用して下さい。
2. 塗装中、乾燥中は換気をよくし、蒸気を吸込まないようにして下さい。
3. 取扱い中は、皮ふにふれないようにし、必要に応じて下記の保護具を着用して下さい。
有機ガス用防毒マスク又は送気マスク、頭巾、保護めがね、長袖の作業衣、えり巻きタオル、保護手袋等。

4. 取扱い後は、手洗い及びうがいを十分に行って下さい。
5. 塗料の付いたウエスや塗料カス、スプレーダストは廃棄するまで水につけておいて下さい。
6. よくフタをし、40℃以下の一定の場所に貯蔵して下さい。
7. 子供の手の届かないところに保管して下さい。
8. 捨てる時は、産業廃棄物として処分して下さい。
9. 本来の用途以外に使用しないで下さい。
10. 容器は垂直に持ち上げて下さい。斜めに持ち上げると取っ手が外れ、落下事故の危険があります。

1. 火災時には炭酸ガス消火器、泡消火器又は粉末消火器を用いて下さい。
2. 目に入ったときには、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
3. 誤って飲み込んだ時には、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
4. 皮ふに付着した時には、多量の石けん水で洗い落とし、痛みや皮ふに変化等がある場合には、医師の
診察を受けて下さい。

5. 蒸気、ガス等を吸込んで気分が悪くなった時には、安静にし、医師の診察を受けて下さい。
6. 容器からこぼれた時には、布で拭きとり、その布を水の入った容器に保管して下さい。 ⑥⑦

引火性の液体で、危険有害性情報のある物質を含有していますので、取扱いには下記の注意事項を守って下さい。
※詳細な内容は、各製品の安全データシート（SDS）をご参照下さい。

※本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための代表値を記載したものです。
　記載以外の条件で使用される場合は、事前に弊社にお問い合わせ下さい。
※本製品の内容は予告なく変更することがあります。

●取り扱い上の注意 ●緊急時の処置

＊上記 塗料性状値は標準値であり、色・ロットにより若干の変動があります。

危険物表示
有機溶剤区分
有害物質表示

第４類第２石油類
第２種有機溶剤含有物
SDS参照

ー
備 考作業内容

ー

（メタルコングプライマーGP）


